
 
 
 
 

　 論点整理 

 
　   

評価の頻度やタイミング 
 
◆　学習評価を真に子供の学習等の改善につなげ 

ていくためには、「学習改善等に生かす評価」 

（適時のタイミングでのアセスメントとフィー 

ドバック）の充実が必要である。 

 

◆　一方、評価活動の中で「記録に残す評価」が 

ほとんどを占め、加えて評定を学期ごとに示す 

学校が多いという実態の中、「学習改善等に生か 

す評価」を充実させることは負担が大きい。 
 
 
 

＜基本的な方向性＞ 
 
❶　評定への総括は課程の修了認定を行う学年末にのみ行うことが可能であることを明

確に示しつつ、その場合には学期中は「学習改善等に生かす評価」を中心に行うこと
を促すなど、評価の役割分担を明確化し、その趣旨・方法等について教師や保護者に
向けて分かりやすく周知すべき 

 

❷　❶の方策は、ある単元・学期でうまく学べなかった子供でも、その後の学習により
挽回の機会を提供できることや、「裁量的な時間」の活用による一人一人に応じた学
習活動の拡充とも親和的であり、多様性を包摂する教育課程の在り方につながること
が期待される。 

 
※「学びに向かう力、人間性等」も含め、学習の途中に「学習改善等に生かす評価」を行って

いくことは極めて重要であり、学期中に評価活動を行わず学年末に評定の整理のみ行うな
ど、学習評価を単に貧しくする方向で誤解され運用されることのないよう留意が必要 

 
＜想定される課題への対応＞ 
 
例えば以下のような課題も考えられ、デジタル学習基盤の活用も含めた具体的な運 

用例を示すなど、具体的な在り方について引き続き検討が必要である。 
 

〇　学期途中に評定がないと学習の進捗が分かりにくい。 
〇　各学期の「学習改善等に生かす評価」のフィードバックの方法がイメージしにく

い。 
〇　高校入試との関係上、中学校３年生は２学期までの評定が必要 
〇　各単元の「記録に残す評価」の精選の具体的なイメージがわきにくい。 
〇　特定の時点でうまく学べなかった子供がその後の学習で顕著に資質・能力を発揮

した場合の評価上の対応について、過度な負担なく行う方法がイメージしにくい。 
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